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産業能率大学連携企画
包括協定を結んでいる産業能率大学の協力のもと、
学生の視点から、さまざまなことをリポートします

伊勢原駅伊勢原駅

社務局入口社務局入口

大山駅大山駅

鶴巻温泉駅鶴巻温泉駅

塔の山

高取山

聖峰
伊勢原伊勢原

比々多比々多

石倉橋石倉橋

坪ノ内坪ノ内
小田
急線

小田
急線

至
新
宿
至
新
宿

東名高
速道路

東名高
速道路

246

新東
名高
速道
路

新東
名高
速道
路

いせはら塔の山緑地公園いせはら塔の山緑地公園

三之宮比々多神社三之宮比々多神社

大山道標大山道標

浅
間
林
道

浅
間
林
道

出発出発

到着到着

伊勢原大山IC

伊勢原JCT

11月13日(日)・14日(月)に開催される、ねんりんピックかながわ剣道交流
大会。全国から訪れる多くの選手や観客などをおもてなしの心で迎え、伊勢
原の魅力に触れていただくため、市内の小・中学生が応援のぼり旗を作成し
ました。
大会に先立ち、全国から集う70チームの選手団に向けて描かれた、オリジ
ナルのぼり旗を展示します。
と　き　9月3日（土）～11日（日）　ところ　市体育館メインアリーナ観覧席

▪担ねんりんピックかながわ2022伊勢原市実行委員会（スポーツ課内） 94-4628

今
年
の
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新
東
名
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速
道

路
の
伊
勢
原
大
山
Ｉ
Ｃ
～
新
秦
野

Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
た
。
県
内
は
も

ち
ろ
ん
、
県
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

も
よ
く
な
り
、
市
内
の
観
光
地
な

ど
を
訪
れ
る
人
が
ま
す
ま
す
増
え

る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
中
、「
高
取

山
ト
ン
ネ
ル
」と
い
う
名
称
を
耳

に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

初
め
て
聞
い
た
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の
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、
登
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つ
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か
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大
山
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当
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な
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た
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め
、
大
学
の
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輩
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っ
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登
っ
て
み
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と
に
し
た
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常
の
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わ
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を
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豊

か
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癒
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れ
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伊
勢
原
駅
か
ら
バ
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で
向
か
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途
中
、
三
之
宮
比
々
多
神
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で
お

参
り
し
、
目
標
の
頂
を
目
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す
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大
山
駅
バ
ス
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で
降
り
て
少
し
歩
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と
入
口
の
小
さ
な
山
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を
発

見
。
会
話
を
し
な
が
ら
進
む
と
、

次
第
に
辺
り
は
静
ま
り
か
え
り
、

自
然
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
鳥
の

さ
え
ず
り
や
、
は
る
か
下
で
流
れ

る
水
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

木
々
の
新
鮮
な
空
気
を
鼻
で
感
じ
、

遠
方
に
続
く
霧
で
霞
ん
だ
丹
沢
の

山
々
を
見
て
楽
し
ん
だ
。

地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
頼
り
に
進

む
と
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
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を

針
が
指
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。そ
れ
を
見
た
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に
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れ
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を
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る
。
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新
し
く
知
る
伊
勢
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の
一
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足
場
に
気
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け
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登
る
私
た

ち
は
一
歩
ず
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づ
く
ゴ
ー
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高
揚
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じ
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め
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そ
し
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無
事
３
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登
り
き
る
と
、
疲
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た
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面
、
形
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し
が
た
い

達
成
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が
あ
っ
た
。
眼
下
に
は
、

私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
ま
ち
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

下
山
後
、
後
輩
２
人
に
話
を
聞

く
と
自
然
に
触
れ
て
非
常
に
良
い

経
験
だ
っ
た
と
語
っ
て
い
た
。
何

度
も
良
い
景
色
を
見
る
こ
と
が
で

き
て
心
も
洗
わ
れ
た
と
同
時
に
、

ま
た
一
つ
大
好
き
な
伊
勢
原
の
魅

力
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

伊勢原駅を出発し、高取山に向かった今回の登山ルート
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新緑が映える高取山の頂上

ねんりんピックかながわ2022剣道交流大会

応援のぼり旗を展示しています

みんなで話し合い、デザインを考えました 緑台小学校の児童が作成したのぼり旗

首都直下型地震は30年以内に約70パーセント、南海トラフ地震では40年以
内に約90パーセントの確率で発生するとされており、本市でも甚大な被害が
予想されています。自分自身や大切な人の命を守るため、災害に対する備え
を見直しましょう。
平成28（2016）年の熊本地震では、災害発生からの復旧に、電気は7日、都
市ガスは14日、上水道は90日かかったとされています。また、大規模災害時
に必要とされる「備え」は、生活に必要な食料品や日用品などの備蓄、家屋の
耐震化、家具類の転倒防止、家族との連絡方法の確認など、生活スタイルに
よってさまざまです。下の表を参考に、各家庭での備えを進めましょう。
家庭の地震への備えチェックリスト(主なもの)

▪担危機管理課 94-4865

ローリングストックを活用しましょう
日常的に使用するものを多めに買って、古いものか

ら消費し、消費した分を買い足すことで、常に一定量
が家庭で備蓄されている状態を保つための方法です。
大地震に限らず、風水害や新型コロナウイルス感染

症による自宅療養などにも備え、約3日～10日間の非
常用食料や日用品などを常に備蓄しておきましょう。

生活物資

食料品、飲料水（成人1人あたりの目安 3リットル/日)、着替え □
常備薬、持病薬、救急セット、タオル、レジャーシート □
眼鏡、コンタクトレンズ、ゴーグル、防じんマスク □
衛生用品、生理用品、歯みがきセット、手指消毒液、体温計 □
乳幼児用品、母子健康手帳、哺乳瓶、ガーゼ □
介護用品、予備メガネ、紙おむつ □
現金、健康保険証、携帯電話充電器 □

耐震対策
家屋の耐震化 □
家具の転倒防止（固定・配置換え） □
塀の耐震化（軽量フェンスへの変更など） □

家族間の
取り決め

家族との連絡手段の共有（災害用伝言ダイヤルなど） □
避難所および経路の確認 □
ハザードマップで危険箇所の確認 □
乳幼児・高齢者の対応方法の共有 □
消火器・救急箱などの保管場所の共有 □
家の中の危険箇所（火元など）の認識共有 □

情報収集
手段の確保

いせはら くらし安心メールの登録 □
市LINE公式アカウントの友だち登録 □
防災いせはらテレホンサービス（ 050-3204-1788）の電話番号登録 □

備える

食べる買う

共に登った後輩2人共に登った後輩2人


